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①
放課後の掃除の時間、
マー君は、ほうきを振
り回して、まじめに掃
除をしてはくれません。
サッちゃんが注意をし
ても、やめようとはせ
ず、掃除が終わると、
ほうきを捨てて、どこ
かへかけて行ってしま
いました。

②
サッちゃんは学級委員
の一郎君に、人の邪魔
ばかりするマー君を注
意してくれるように言
います。でもおとなし
い性格の一郎君には、
注意はできません。こ
れまでは、できるだけ
関わらないようにして
きました。

③
ある日の放課後、マー
君は巣から落ちたつば
めのヒナを拾います。
ぐったりしているヒナ
を見て心配したマー君
は、大事そうに抱えま
した。
クラスのみんなも心配
そうにしています。

④
マー君は懸命にヒナの
世話をしました。その
様子を見ていた一郎君
は、「ヒナに触ってい
いのかな」「先生を呼
んでこようか」と思い
ながらも、ただマー君
の姿を見つめていまし
た。

⑤
マー君がいくら手当を
しても、ヒナはぐった
りしたまま動きません。
涙を浮かべて、ぼうぜ
んとたっているマー君
を、クラスメイトは遠
巻きに見て、帰って行
きました。

⑥
とうとうヒナに水を飲
ませることをあきらめ
たマー君。ヒナを
ぎゅっと抱きしめると、
校庭の片隅に穴を掘り、
ヒナを埋めました。
最後まで残っていた一
郎君は、何も言えず、
ただマー君を見ていま
した。

⑦
次の日、クラスはつば
めのヒナの話でもちき
りです。
早く先生に言えばよ
かったという友達に対
し、一郎君はマー君を
かばうような発言をし
ました。

⑧
昨日からずっとマー君
を見ていた一郎君は、
今一番ショックを受け
ているのはマー君では
ないか、と考えます。
そして今まで嫌ってい
たけれど、マー君には
やさいい一面がある、
ということに気づきま
す。

⑨
それからマー君の行動
をよく見るようになっ
た一郎君、ある日の放
課後、ダッシュでかけ
ていくマー君を追いか
けました。校舎の一角
をじっと見つめるマー
君に、一郎君は思い
切って声をかけてみま
した。

⑩
何を見ているのか尋ね
る一郎君に、マー君は
つばめの巣を指さし、
ヒナが急にいなくなっ
て、親鳥が心配してい
るのではないか、とい
うのです。一郎君は、
「やっぱりマー君いい
とこあるじゃん」と思
いました。

⑪
校庭の花壇で花を摘ん
でいるマー君を、サッ
ちゃんがとがめます。
でもマー君はそれを聞
かずに、校庭の隅に
走って行ってしまいま
した。

⑫
マー君が摘んだ花を校
庭の隅に置いていった
ことを、サッちゃんは
不思議に思いますが、
一郎君は、そこがつば
めのヒナの墓であるこ
とを教えます。
サッちゃんも、マー君
の良さに気づきました。


